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■
復
興
公
営
住
宅
の
建
設
に
つ
い
て

整
備
地
域
選
定
に
お
い
て
、
十
分
な
考
慮
を
！

避
難
生
活
の
長
期
化
に
伴
い
、
一
日
も
早
い
恒
久
住
宅
へ
の
移
行
が
切
実

に
望
ま
れ
て
い
る
。
整
備
地
域
の
選
定
に
当
た
っ
て
は
、
被
災
者
の
生
活

圏
や
交
通
の
利
便
性
、
医
療
、
福
祉
施
設
の
近
接
性
等
を
十
分
に
考
慮
す
べ
き
も

の
と
考
え
る
が
、
現
時
点
で
の
整
備
計
画
と
市
と
し
て
の
基
本
方
針
に
つ
い
て
伺

う
。

復
興
公
営
住
宅
の
整
備
予
定
地
域
に
つ
い
て
は
、
入
居
希
望
者
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
っ
て
お
り
、
入
居
し
た
い
地
区
に
つ
い
て
も
質
問
し
て
い
る
。

そ
の
調
査
内
容
を
踏
ま
え
、
具
体
的
に
建
設
す
る
場
所
に
つ
い
て
は
、
安
全
性
や

利
便
性
、
交
通
の
便
や
買
物
、
病
院
の
位
置
な
ど
十
分
に
配
慮
し
、
建
設
場
所
を

決
定
し
て
い
る
。

　

整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
現
在
は
市
有
地
で
あ
る
小
丸
山
市
営
住
宅

の
跡
地
、
旧
田
鶴
浜
保
育
園
、
旧
中
島
中
学
校
跡
地
、
中
島
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
熊
木
分
館
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
能
登
島
定
住
促
進
住
宅
の
横
に
整
備
を
進
め
て

お
り
、
こ
れ
ら
の
住
宅
の
入
居
期
間
は
、
小
丸
山
団
地
は
令
和
８
年
８
月
頃
、
旧

田
鶴
浜
保
育
園
、
中
島
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
熊
木
分
館
は
令
和
９
年
３
月
頃
、

旧
中
島
中
学
校
、
能
登
島
定
住
促
進
住
宅
横
は
令
和
９
年
６
月
頃
を
予
定
し
て
い

る
。
そ
の
他
の
地
域
に
つ
い
て
は
、
民
有
地
な
ど
地
域
と
協
力
し
な
が
ら
整
備
場

所
を
検
討
し
、
全
て
の
復
興
公
営
住
宅
を
令
和
10
年
４
月
頃
の
入
居
を
目
指
し
て

整
備
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

■
公
立
能
登
総
合
病
院
・
看
護
師
に
つ
い
て 

看
護
師
の
人
手
不
足
が
深
刻
化
し
て
い
る
中
で
、
次
の
３
点
伺
う
。　

①
看
護
師
不
足
の
現
状
と
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て　

②
看
護
師
不
足
を
解
消
す
る
た
め
働
き
や
す
い
環
境
を
整
え
る
こ
と
に
つ
い
て　

③
看
護
師
不
足
が
影
響
し
て
起
き
得
る
問
題
に
つ
い
て

①
正
規
職
員
３
１
４
人
、
会
計
年
度
任
用
職
員
31
人
、
計
３
４
５
人
の
看

護
師
が
在
職
し
、
昨
年
度
の
離
職
者
は
、
結
婚
に
よ
る
転
居
な
ど
６
人
で

離
職
率
は
1
．
9
％
、
全
国
平
均
の
11
．
3
％
の
半
分
以
下
と
な
っ
て
い
る
。
今

後
の
採
用
の
見
通
し
に
つ
い
て
懸
念
は
あ
る
が
、
令
和
８
年
度
の
第
１
回
採
用
試

験
で
、
募
集
人
員
15
人
程
度
に
は
満
た
な
か
っ
た
も
の
の
相
当
数
受
験
し
て
い
た

だ
い
た
。

　

②
働
き
や
す
い
環
境
を
整
え
、
職
員
の
満
足
度
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る

こ
と
が
離
職
防
止
に
つ
な
が
る
と
考
え
、
育
児
支
援
と
し
て
男
性
職
員
を
含
め
た

育
児
休
暇
の
取
得
推
進
、
各
病
棟
な
ど
を
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
新
人
看
護
師
臨

床
研
修
、
能
登
北
部
病
院
の
新
人
看
護
師
も
含
め
た
合
同
実
習
な
ど
を
実
施
し
て

い
る
。
そ
の
効
果
も
あ
っ
て
か
新
人
看
護
師
の
離
職
者
は
こ
こ
数
年
一
人
も
い
な

い
状
況
で
あ
る
。

　

③
仮
に
当
院
で
看
護
師
不
足
が
生
じ
る
と
、
病
棟
の
勤
務
体
制
の
確
保
が
難
し

く
な
り
、
入
院
の
受
入
れ
が
制
限
さ
れ
る
な
ど
非
常
事
態
に
陥
る
可
能
性
が
あ
り
、

住
民
の
安
心
し
た
暮
ら
し
を
支
え
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
が
維
持
で
き
な
く
な

る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
実
習
生
の
受
入
れ
、
看
護
養
成
施
設
へ
の
訪
問
、

就
学
資
金
の
貸
与
や
就
職
セ
ミ
ナ
ー
の
参
加
等
に
よ
り
看
護
師
を
確
保
す
る
と
と

も
に
、
魅
力
あ
る
職
場
づ
く
り
を
推
進
し
、
安
定
し
た
病
院
経
営
に
努
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。
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令和7年度定例会6月会議

佐藤　喜典 議員
（市民クラブ）

和田内 和美 議員
（無会派）


